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芦生実験施業林択伐後の回復過程

実験施業林研究グループ

はじめに

落葉広葉樹林の天然更新技術の確立を目的に 5区画からなる実験施業区を設定し、1974年以降5

年間にわたり、直営により択伐作業をおこなった。その後林分回復過程を追跡調査するため， 1980

年から各施業区を 5年毎に全林毎木調査した。これらの施業過程などについては既に幾つか報告さ

れている (1,2)。本報告では毎木調査の結果から林分の成長過程について概観するとともに，今

後の天然生林の施業の資料として，多くの結果をデータとして添付した。

調査地の概要とデータ

実験施業林は京大芦生演習林第4林班に設定されている。その位置は図 1に示すとおりである。

設定当時1970年頃の林分はクライマックスの状態にあり，年間の生長量と枯損あるいは災害などに

よる消失量（還元量）がほぽ等しいとみられていた。そこで，人為的に天然生林から不良木を抜き

取り，利用面で有用有効な材の生産を計る施業を目的とした。 1970年7月，まず調査区を第4林班

と第6林班に設け，帯状の標準地調査をおこなった。次いで1973年11月までに第4林班で実験施

業をおこなうことを決定し，対象区（I～皿）を設定しその毎木調査による現存量調査をおこなっ

図1 実験施業林の位置図

Studies on a growth of natural forest after select cutting in Ashu univ. forest: 

胃orkinggroup for management of natural forest 
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た。対象区 Iは1974年施業区そのもので， 1973年12月伐採木の選木基準を検討決定し，針葉樹広

葉樹とも8cm以上， 2cm括約で集計をおこなうため実際の測定では7cm以上を対象に測定をおこなっ

た（以下測定対象胸高直径は実測の値とする）。更に検討の結果翌1974年4月に再度針葉樹7cm,広

葉樹9cm以上に変更し測定をおこなった。対象区IImについては再度4分割し，それぞれ1975年～
78年の施業区とした。

設定された実験施業林の面積は約lOhaで谷・尾根筋や林道を境に 5個に分割し、 5年間かけ施業

をおこなった。その経緯は表1に示すとおりである。各プロットの林分の動態については、 1980年

から調査を開始した。その中で1978年に施業したプロットについては農学部林学科森林生態学研究

室（当時）が中心となり調査が継続されたため、芦生演習林としてはそれ以外のプロットを 5年毎

に調査継続した。

表1 調査プロットの概略

プロット名 面積 全林毎木調査の履歴 伐採率（％） 集材方法

(ha)施業前施業後 材積 （本数）

1974施業区 0. 72 1974 1984 1989 50.5 (25. 6) 人力山落とし

1975施業区 2.06 1974 1980 1985 1990 56.0 (35. 5) 架線集材

1976施業区 2.20 1975 1981 1986 1991 40.4 (20. 7) 架線集材

1977施業区 2.24 1976 1982 1987 1992 44.9 (27.2) 集材機山出し

1978施業区 2.18 1975 森林生態研究室

伐採後の毎木調査は胸高直径 (1.2m)がスギおよび針葉樹では7cm以上、広葉樹では 9cm以上を

対象とし、直径巻き尺を用いmm単位で測定した。野帳には新番号、樹種、胸高直径、等級、旧番

号、熊はぎや株立ちなどの備考を記した。なお，芦生演習林では広葉樹を販売するため，広葉樹の

樹種を大きく 9区分 (7守，ミスすう，ミス・メ，カエテ・，シテ・，トチJキ，クリ，JIIJギリ， その他広葉樹） している。設定

当時の1974年前後の毎木調査では，個々の樹種名はこの樹種区分に従い「カエテ・」類，「シデ」類，「が

ッ」あるいは「‘)／ク」と記載されている部分が多い。 1980年以降の調査でも時折「‘)）ク」などと区分さ

れた種名不詳の広葉樹が若干記載されているが，基本的には個々の樹木について種名が同定され記

載されている。設定当時のデータとの整合性をとるため，データの解析では個々の種単位でなくこ

の広葉樹の樹種区分を用いた。

また，本調査は芦生演習林の調査業務として位置づけられ，調査時に芦生演習林に在籍した多

くの教識員によっておこなわれてきた。調査データは野帳として芦生演習林に保存されてきた。し

かし，担当が明確でなかったことなどでデータの整理がおこなわれずのままであった。そうしたな

か，この実験施業林の提唱者の一人である和田茂彦教授の停年退官に向けた一連の動きを期に，安

藤信を中心に1991年にこのデータ整理が始まった。しかし，新番号と旧番号の整合性などに多くの

問題があり，データ整理が大幅に遅れ，結局その成果の公表ができずじまいであった。

今回，実験施業林の最後の担当実行者である山本俊明助教授の停年退官を，成果公表の最後の機

会とし再度酒井徹朗を中心にデータを整理した。ここで分析などに用いたデータには2つの面を持

つ。ひとつは毎回の毎木調査データそのものをベースにしたもので，前回の調査とは林分単位で同

一性がある。他は前回と同一樹木を測定し，個々の樹木の成長データを求めたものである。前者は

全く問題のないデータであるが，後者には対応関係が確証できないデータも含まれている。
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このような不確実性がデータ整理が滞う最大の原因でもあった。今回の整理では対応関係が不明

確なものについては，処理の対象外とした。その数は全体の数％程度である。そのため個々の樹木

対応に基づく成長データは，必ずしも定量的な指針とはならない。しかしその傾向などの定性的な

指針には充分使用できる。もちろん林分単位の成長過程については定量的にも把握されており全く

問題がない。反省ではあるがデータは調査終了後早急に整理するのがやはり鉄則である。問題のあ

るデータの再確認が可能であるし，成果も早く出，世の役に立つ。

考 察

1)出現樹種

表2は各施業区の調査年毎に出現した樹種別の本数を示している。各施業区の樹種数は択伐後増

加の傾向にあり，その種数は 1974年施業区では33種と少ないが，他の施業区は40~ 42種出現し

ている。出現頻度の高い樹種は，スギ，7守，リョウ7‘,3ハウチりカエデで， Iヽクウンがク，コシア7万，ナッツ）ゞキ，ミスやキ，ミス、メ

ミス守う，アオハク` などが続いて多い。この実験施業林がスキ._7• ナを主体とした林分であることがわかる。

樹種別に回復過程における出現頻度の推移をみると，スキ‘はその本数が大幅に増大し，将来有用広葉

樹として期待されるミス、メやミス守うなども確実に出現本数が増加している。同様に「カエテ．」類や「シテ．」

類も出現本数が増加している。しかしこの表でみる限り， 7` ナの本数はほとんど変化していない。こ

れは後述するがアナの場合，新たに測定対象となる進界木が少なく，同数程度の枯死木が発生する

ため，見かけの出現本数が変化しないためである。全体的にみれば択伐後の回復過程では出現樹種

数，本数が増加しているといえる。

2)本数，材積

各施業区の本数および材積の推移を，単位面積当たりの値としてスギおよび広葉樹の区分でまと

めたものが表3である。伐採前の調査，伐採後の推定値，伐採後5年間隔でおこなわれた全林毎木

調査の結果を整理したもので，直径階括約2cmで針葉樹7cm,広葉樹9cm以上を対象として調査

している。

この表から，立木本数は全体としてみれば伐採後15年で，ほぽ伐採前の本数に回復していること

がわかる。特にスキ”の本数回復は早く，伐採後10年余りで回復している。また，伐採前の立木本数

が多い施業区ほど本数回復が遅く，少ないほど早い傾向がみられる。しかし，伐採率の多少と回復

率とは余り関連がないようである。

全体としての材積的な回復は本数に比して全体的に遅く，伐採後15年で75~ 100％の回復率であ

る。しかし，スキ‘に関してみると 10年足らずで元の材積以上に回復し， 15年後では125~ 178％と増

加している。一方広葉樹の材積回復は遅く，伐採後15年で46~ 77％程度である。またその回復過
程は，スギが伐採後から確実に増加しているのに対し，広葉樹は伐採後5年後の調査で材積が更に減

少している。これは伐採による物理的な損傷および生育環境の変化による枯損のためと推察される。

伐採後10年以降の年平均材積生長量はha当たり 3.1~ 5. 4m 3で，スギのみについてみると 1.9~

3.8m 3で全体の 6割を占める。

スギと広葉樹の比率についてみると，本数比では伐採前は42~57％であったものが伐採後15年で

は41~ 56%と余り変動していない。伐採後の比率から減少傾向にあるものの，その変化は少ない。
しかし，材積比では伐採前22~45％だったものが，伐採後15年では40~65％と大きく変化してお
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表2 樹種別本数一覧

総数 '74施業区 '75施業区 '76施業区 '77施業区
樹種 1984 1989 1980 1985 1990 1981 1986 1991 1982 1987 1992 

スキ‘ 5523 286 302 187 334 386 465 556 616 699 771 921 

イヌ7st 15 1 8 6 
7守 1115 27 26 100 99 97 122 126 131 129 126 132 

コナラ 2 1 1 
ミス`ナラ 189 13 15 6 5 7 15 18 22 24 30 34 

ミス・メ 135 1 1 8 10 25 6 7 11 20 22 24 

イタヤカエテ‘ 75 1 1 3 7 14 7 11 10 10 11 
が）I＼がカエテ＊ 70 5 4 5 1 2 3 13 13 24 
オオそミヅ 23 3 3 2 4 3 2 6 
カエテ` 85 20 59 4 1 1 
:rハウチワカエテ゚ 337 14 16 4 28 34 1 51 60 38 40 51 
コミネカエテ‘ 109 6 6 2 5 10 3 3 17 23 34 
テッカエテ‘ 73 12 19 27 2 4 7 2 
ハウチワカエテ‘ 70 1 1 1 10 13 7 ， 10 11 7 
ヤマモミヅ 2 1 1 

アカシテ・ 70 8 ， 6 ， 13 6 5 5 3 3 3 
イヌシテさ 6 3 1 1 1 
クマシテ＊ 55 3 6 7 1 2 6 ， 10 11 
けlキ 48 4 ， 20 1 4 4 1 1 4 
列 89 6 ， 3 ， 15 8 ， 13 2 4 11 
’‘’Jギリ 15 3 3 1 1 2 1 1 1 2 

アオハタや 153 11 14 1 1 1 5 10 11 28 30 41 
7ズキナシ 81 2 2 3 3 4 8 8 8 12 14 17 
ゥぅゾnがシ 3 1 1 1 
切ミス＼ドクラ 84 2 3 6 10 26 1 5 10 10 11 
ェコャ／キ 112 1 3 2 7 13 17 18 19 7 10 15 
オオウラシ+0／キ 4 1 1 1 1 

゜カナクギJキ 16 2 2 4 2 2 2 2 
クサギ 12 1 8 2 1 
クマJミス`キ 3 3 

゜加‘Jヨゴ 16 7 6 1 1 1 
ケケンポナシ 5 1 1 1 1 1 

゜コシアアラ 234 ， ， 14 16 21 23 26 34 23 26 33 
サワク、ルミ 25 2 2 3 1 1 11 5 
サリ7タキさ 10 1 1 2 3 3 
シナ／キ 4 2 2 
‘/3コ‘ 32 3 3 4 5 4 5 4 4 
タムシIゞ 88 13 10 ， 10 ， 11 13 13 
クラJキ 14 6 7 1 
クンナサ77クギ 21 7 8 1 1 2 2 
ツ')Iゞナ 5 1 3 1 
ナッツIゞキ 195 ， 7 14 24 29 26 31 34 ， ， 3 
サカマド 27 2 2 5 7 11 
ヌルテ` 22 2 4 6 1 1 4 2 2 
ネヅキ 76 7 7 1 1 6 ， ， ， 13 14 
／リウッキ‘ 46 1 1 4 11 10 19 
Iヽクウンホ‘ク 274 2 2 6 32 39 42 51 60 15 15 10 
材Jキ 16 1 1 2 3 4 5 
*‘JIゞ 7オクトモ 6 6 
マルハ方’オク`モ 93 10 11 1 7 6 15 12 14 5 6 6 
マルIゞマンサク 208 20 24 10 13 32 28 33 14 14 20 
ミスでキ 163 1 1 8 24 39 7 8 13 15 17 30 
ヤマウルシ 3 1 1 1 
ヤ朴アオタ・モ 3 1 2 

゜ヤマ和ウシ 33 2 2 1 5 7 3 3 3 3 4 
リョウ7• 494 18 21 16 21 31 45 58 73 50 67 94 
種名不明 39 24 15 

合計 10726 499 531 464 744 947 950 1098 1266 1223 1350 1654 
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表3 本数および材積の推移（総括表）

調査年 スキ‘ 広葉樹計 全体針葉樹回復率 （％） 
比率（％）スキ＂広葉樹 全体

1974年施業 0.732 ha 
本数 1974 402 307 709 56.6 100.0 100.0 100.0 
（本/ha) 1974 337 190 527 64.0 84.0 61. 8 74.4 

1984 396 295 690 57.3 98.5 95.8 97.3 
1989 418 317 734 56.9 104.0 103.0 103.6 

材積 1974 98. 37 119. 93 218. 31 45.1 100.0 100.0 100.0 
(m3/ha) 1974 72.47 35.64 108.11 67.0 73. 7 29. 7 49.5 

1984 112. 37 51. 96 164. 34 68.4 114. 2 43.3 75.3 
1989 122.98 65.22 188.21 65.3 125.0 54.4 86.2 

1975年施業 2.06 ha 
本数 1974 133 185 318 41. 8 100.0 100.0 100.0 
（本/ha) 1975 112 94 205 54.4 83.9 50.5 64. 5 

1980 91 134 225 40.3 68.2 72.5 70. 7 
1985 162 199 361 44.9 121. 9 107.3 113.4 
1990 187 272 460 40.8 140. 9 146. 9 144.4 

材積 1974 28.14 97.49 125.62 22.4 100.0 100.0 100.0 
(m3/ha) 1975 20.29 34.95 55.24 36. 7 72.1 35.9 44.0 

1980 27.50 68. 78 96.28 28.6 97. 7 70.5 76.6 
1985 40. 79 68.82 109.62 37.2 145.0 70.6 87.3 
1990 50.12 74.95 125.06 40.1 178.1 76.9 99.6 

1976年施業 2.2 ha 
本数 1974 201 254 455 44.2 100.0 100.0 100.0 
（本/ha) 1976 173 188 361 47.9 86.0 74.1 79.3 

1981 211 220 432 48.9 105.0 86.8 94. 8 
1986 253 246 499 50.6 125.5 97.0 109.6 
1991 280 295 575 48. 7 139.1 116. 3 126.3 

材積 1974 68.67 150.80 219.47 31. 3 100.0 100.0 100.0 
(m3/ha) 1976 45.65 85.22 130.88 34.9 66.5 56.5 59.6 

1981 56.82 60.84 117.66 48.3 82. 7 40.3 53.6 
1986 75.05 85.89 160.94 46.6 109.3 57.0 73.3 
1991 87.63 90.83 178.46 49.1 127.6 60.2 81. 3 

1977年施業 2.24 ha 
本数 1974 382 389 771 49.6 100.0 100.0 100.0 
（本/ha) 1977 323 238 561 57.6 84.6 61. 2 72.8 

1982 312 234 546 57.2 81. 7 60.2 70.8 
1987 344 258 603 57.1 90.1 66.5 78.2 、
1992 411 327 738 55.7 107.6 84. 2 95.8 

材積 1974 91. 52 183. 92 27ふ44 33.2 100.0 100.0 100.0 
(m3/ha) 1977 68.51 83. 25 151. 76 45.1 74.9 45.3 55.1 

1982 79.70 68. 24 147. 95 53.9 87.1 37.1 53. 7 
1987 104.67 76. 80 181. 4 7 57. 7 114.4 41. 8 65.9 
1992 123. 58 84.79 208.37 59.3 135.0 46.1 75.6 

り，伐採後全般に増加傾向にある。いいかえれば材積的に広葉樹主体の林分からスギ主

体の林分へと移行している。

表4-1~4 は伐採後の毎木調査の結果を樹種区分別に，本数・材積・胸高断面積合計•平均断

面積•平均断面積直径について算出した結果である。各施業区とも胸高断面積合計は着実に増加し

ているが， 1本当たりの平均断面積はスギおよび広葉樹全体でみればほとんど変化していない。し

かし，広葉樹の樹種区分別でみると増減がある。
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表4-1 伐採後の毎木調査の結果

1974年施業区 0. 723 ha 

調査年 スギ 広葉樹計 7.t ミス守ラ ミス．j. 加デ類 アカシテ中 クリ ’‘,)キ‘l)そ叶絋親甘

本数（本/ha) 1984 396 295 37 18 1 37 11 8 4 177 
1989 418 317 36 21 1 39 12 12 4 191 

材積(m3/ha) 1984 112. 37 51. 96 21. 31 4.46 0.34 7.98 3.33 3.51 0.56 10.47 
1989 122. 98 65. 22 20. 61 5.26 0.51 8.40 3.81 4.28 0.62 11. 27 

断面積合計(m2/ha)1984 15. 195 8. 580 2. 925 0. 711 0. 067 1. 368 0. 537 0. 534 0. 107 2. 332 
1989 16. 609 9. 162 2.891 0. 837 0. 085 1. 413 0. 613 0. 633 0. 119 2. 571 

平均断面積(cm2／本）1984 384.1 291. 2 783. 3 395. 2 482. 8 366.3 485.1 643. 4 258. 3 131. 7 
1989 397.6 289.3 803. 8 403. 7 615. 4 364.9 492.7 508. 8 285. 8 134. 7 

平均断面積直(cm) 1984 22.1 19.3 31. 6 22.4 24.8 21. 6 24.9 28.6 18.1 13.0 
1989 22.5 19.2 32.0 22. 7 28.0 21. 6 25.1 25.5 19.1 13.1 

表4-2 伐採後の毎木調査の結果

1975年施業区 2.06 ha 

調査年 スキ中 広葉樹計 7‘t ミスヤナう ミス`メ カエデ類 シデ類 トチJキ 列 ,、'}ギ＇）そ叶鉱業樹

本数 1980 91 134 49 3 4 20 4 2 1 

゜
50 

（本/ha) 1985 162 199 48 3 5 35 7 4 4 

゜
91 

1990 187 272 47 4 12 52 11 10 7 1 128 
材積 1980 27. 50 68. 78 43. 58 6.81 3.01 3. 02 1. 54 0.53 0.11 0.40 9. 79 
(m3/ha) 1985 40. 79 68. 82 42. 32 2.19 4.52 4.97 2.13 0.88 0.32 0. 70 10. 79 
1990 50. 12 74. 95 40. 77 2.37 5.29 6.69 2.39 l. 39 0.61 0.87 14. 58 

断面積合計 1980 3. 671 9. 097 5. 528 0. 698 0. 403 0. 578 0. 236 0. 094 0. 024 0. 056 1. 481 
(m2/ha) 1985 5. 454 9. 714 5. 330 0. 281 0. 568 0. 939 0. 327 0. 148 0. 068 0. 086 l. 968 
1990 6. 607 11. 013 5. 195 0. 314 0. 688 l. 268 0. 383 0.251 0. 137 0. 107 2. 670 

平均断面積 1980 404.4 676.5 1138. 7 2397.5 1037.5 283.3 540.6 483.6 162. 9 1145. 5 293. 3 
(cm2/本） 1985 336. 4 488. 1 1109. 1 965. 2 1169. 5 265. 0 449. 3 338. 7 154. 9 1763. 7 215. 6 
1990 352. 6 404. 4 1103. 2 807. 4 567. 1 244. 1 343. 3 258. 2 188. 6 1099. 0 208. 4 

平均断面積 1980 22. 7 29.4 38.l 55.3 36.4 19.0 26.2 24.8 14.4 38.2 19.3 
直径 (cm) 1985 20.7 24.9 37.6 35.1 38.6 18.4 23.9 20.8 14.0 47.4 16.6 

1990 21. 2 22. 7 37.5 32.1 26.9 17.6 20.9 18.1 15.5 37.4 16.3 

表4-3 伐採後の毎木調査の結果

1976年施業区 2.20 ha 

調査年 スキさ 広葉樹 アナ ミス`ナう ミス.J. 加デ類 シデ類 トチJキ クリ ハリキ'I)そ叶絋甜け

本数 1981 211 220 56 73 29 3 

゜
4 

゜
119 

（本/ha) 1986 253 246 61 8 3 35 3 2 4 130 
1991 280 295 62 10 5 44 5 2 6 161 

材積 1981 56. 82 60. 84 35.56 6.18 0.24 5.81 0.63 0.06 1. 19 0. 04 11.13 
(m3/ha) 1986 75. 05 85. 89 40. 32 8.88 0.39 6.92 0.92 0.11 1. 81 15.40 
1991 87. 63 90. 83 42. 09 6.44 0.60 8.63 1.13 0.21 2.22 18.38 

断面積合計 1981 7. 784 9. 221 4. 830 0. 733 0. 051 1. 004 0. 116 0. 011 0. 194 0. 008 2. 274 
(m2/ha) 1986 9. 968 11.151 5.414 1. 007 0. 078 1. 207 0. 156 0. 028 0. 270 0. 000 2. 991 
1991 11. 460 12. 245 5. 665 0. 823 0. 121 1. 485 0. 199 0. 044 0. 327 0. 000 3. 583 

平均断面積 1981 368. 3 418. 3 863. 9 1074. 7 186. 3 350. 5 365. 3 237. 7 532. 7 186.2 191. 7 
(cm2/本） 1986 394. 4 452. 6 888. 9 1230. 2 244. 7 349. 4 489. 2 152. 3 661.1 229.3 
1991 409. 3 414. 5 909. 7 823.1 241. 0 336. 8 397. 4 240. 6 552. 8 222.0 

平均断面積 1981 21. 7 23.1 33.2 37.0 15.4 21.1 21. 6 17.4 26.0 15.4 15.6 
直径 (cm) 1986 22.4 24. 0 33. 7 39.6 17. 7 21.1 25.0 13.9 29.0 17.l 

1991 22.8 23.0 34.0 32.4 17.5 20. 7 22.5 17.5 26.5 16.8 
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表4-4 伐採後の毎木調査の結果

1977年施業区 2. 24 ha 

調査年 スギ 広葉樹計 7守 ミス守ぅ ミス`メ 加デ類シデ類 トチJキ クリ ハリキ令，）そ叶絋葉樹

本数 1982 312 234 58 11 ， 42 6 

゜
1 

゜
107 

（本/ha) 1987 344 258 56 13 10 45 6 

゜
2 

゜
125 

1987 411 327 59 15 11 61 7 2 5 1 167 
材積 1982 79. 70 68. 24 32. 36 11. 01 2.79 7.95 1. 34 0.05 0.39 0.09 12.25 
(m3/ha) 1987 104. 67 76. 80 33. 61 11.48 3.45 9.39 2.35 0.07 0.60 0.14 15. 71 
1992 123. 58 84. 79 35. 58 11. 64 3.86 11. 02 2.68 0.16 1. 15 0.18 18.53 

断面積合計 1982 10. 817 9. 992 4. 441 1. 202 0. 416 1. 363 0. 178 0. 011 0. 058 0. 016 2. 307 
(m2/ha) 1987 13. 702 11. 362 4. 605 l. 316 0. 498 1. 564 0. 348 0. 014 0. 088 0. 023 2. 906 
1992 16. 024 12. 782 4. 863 1. 340 0. 564 1. 860 0. 394 0. 035 0. 178 0. 032 3. 515 

平均断面積 1982 346. 6 427. 2 771. 2 1122. 2 466. 4 321. 3 306. 1 237. 7 651. 3 366. 2 216.2 
(cm2/本） 1987 398. 1 439. 6 818. 6 982. 9 507. 4 350. 3 556. 1 323. 5 492. 3 514. 5 231. 6 
1992 389. 7 390. 6 825. 3 882. 8 525. 9 306. 4 589.1 198. 0 362. 4 357. 6 210.0 

平均断面積 1982 21. 0 23.3 31. 3 37.8 24.4 20.2 19. 7 17.4 28.8 21. 6 16.6 
(cm) 1987 22.5 23. 7 32.3 35.4 25.4 21.1 26.6 20.3 25.0 25.6 17.2 
1992 22.3 22.3 32.4 33.5 25.9 19.8 27.4 15.9 21. 5 21.3 16.4 

3)成長記録

表5-1 a～表5-4bに各施業区の毎木調査時点間の成長関連の集計結果を示す。調査時点間

で樹木単位で対応がとれたデータを集計の対象とした。その内容は樹種区分別の枯死木の統計値，

樹種区分別の進界木本数，樹種区分別の径級区分別胸高直径の平均成長量，樹種区分別の胸高直径

の成長量別の本数である。個々の施業区毎の細かな分析は稿を改めて報告するとし，ここでは全体

的な傾向について概観する。

枯死木についてみると，本数的にスキ‘が多く，その胸高直径の平均が15cm前後で，変動幅が大き

いことがわかる。またブナやミスナラは中径木以上で枯死が多いことがわかる。進界木は施業区および

調査年度によってその本数が大きく異なる。一般的傾向としてはスギの進界が多いこと，次いで中

低木が主であるその他広葉樹，カエテ｀類が多く，アナやミス｀ナうと続く。胸高直径の 5年間の平均成長量は

全体でみると伐採後5年から 10年で2.0 ~ 2. 6cm, 10年から 15年で1.1~ 1. 4cmである。施業区や

樹種・径級毎でその大きさにバラッキがある。

おわりに

実験施業林は芦生演習林の施業が大面積伐採（皆伐や択伐）•一斉造林から天然林施業へ移行し

ようとした時期に設定された。この成果を充分生かすことなく 1980年代以降，天然生林の伐採が諸

般の事情で縮小中止へと施業方針が大きく転換した。設定後20余年，天然生林に対する見方も単に

木材生産だけでなく，自然環境の保全など多種多様な機能発揮が期待されている。しかし，厳正的

な保護地域以外では，その森林の機能を充分に発揮させるために，ある程度の人為的な管理が必要

であることは明らかである。そのような際に実験施業林のデータが活用されれば幸いである。最後

に，実験施業林の設定や調査に関わった多くの先輩諸氏，教職員，学生にお礼を申し上げます。



京大演集報 30 '97 17 

表5-l 1984 ~ 1989の成長記録 1974年施業区

樹種区分

スキや

7‘t 

加．デ類

その他広葉樹

全体

樹種区分別枯死木

枯死本数平均標準偏差最小

11 15. 98 11. 95 8. 4 

1 49.40 0.00 49.4 

2 21. 30 4. 70 16. 6 

12 11. 77 2. 21 10. 0 

26 15. 73 10.85 8.4 

最大

50.8 

49.4 

26.0 

18.6 

50.8 

樹種区分別進界木

樹種区分 新界本数

スギ 27 

ミスサう 2 

加デ類 3 

シデ類 1 

ク') 3 

その他広葉樹 22 

全体 58 

(cm) 

径級区分 10cm未満

スキさ

7さナ

ミス守う

ミス`メ

加デ類

シデ類

クリ

ハリギリ

その他広葉樹

全体

0.86 

2.50 

1.13 

1. 62 

0.52 

0.84 

径級区分別胸高直径の平均成長量

10 ~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50 ~ 

1.17 

1. 74 

2.38 

1. 32 

2.57 

0.80 

0.50 

0.59 

1.01 

1. 48 

1. 67 

0.95 

3.20 

0. 79 

1. 10 

1. 25 

1. 10 

1. 32 

1. 39 

4

5

0

 

6

1

6

 

••• 1

1

1

 

0.10 

1. 75 

1. 80 

l. 70 

l. 57 

1. 26 

1.05 

2.90 

1. 40 

3.30 

1. 42 

1. 80 

1. 17 

1. 33 

平均

1. 24 

1. 56 

1. 63 

3.20 

1.14 

1.81 

1. 53 

0.90 

0.62 

1.13 

全体

標準偏差

0.84 

0.88 

1.27 

0.00 

0.68 

1.14 

1.05 

0.50 

0.58 

0.87 

本数

275 

26 

13 

1 

25 

8 

6 

3 

116 

473 

成長量(cm) ~0.5 0.5~ 1.0 

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

1.0-1.5 1.5-2.0 2.0-2.5 2.5-3.0 3.0-3.5 3.5 -4.0 4.0-4.5 4. 5-5. 0 

スキ`

7• ナ

ミス冴う

ミス，-j. 

加デ類

汗類

クリ

"')ギリ

その他広葉樹

全体

゜
-
2
 

9

3

3

0

5

1

1

0

8

 

4

5

 

ー 8
 
一ー

0

5

2

0

5

1

2

2

1

 

6

3

0

 

2
5
2
0
7
1
0
0
7
-
0
4
 

7

1

 

ー

2
1
2
0
6
2
1
1
5
-
7
0
 

5
 

。
-
4
 

3

8

1

0

1

2

0

0

4

 

2
 
9

4

1

0

1

0

0

0

0

-

5

 

l
o
o
o
o
o
o
o
o
＿ー

4

0

2

0

0

1

0

0

0

-

7

 

5

0

0

0

0

0

0

0
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-

5
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表5-2a 1980 ~ 1985の成長記録 1975年施業区

樹種区分

スキ・

7* t 

ミス・ナラ

加デ類

その他広葉樹

全体

樹種区分別枯死木

枯死本数平均標準偏差最小

14 16. 07 8. 55 9. 2 

12 45. 29 11. 65 22. 6 

2 76. 90 25. 70 51. 2 

2 12.80 1.60 11.2 

4 32. 00 32. 35 9. 4 

34 31. 64 8. 55 9. 2 

最大

38.0 

63.6 

102.6 

14.4 

87.6 

102.6 

樹種区分別進界木

樹種区分 新界本数

スキ. 157 

7守 13

ミス`ナう 2 

ミス・メ 2 

加デ類 31 

シデ類 5 

トチJキ 5 

ク'） 6 

’‘’}ギ＇） 0 

その他広葉樹 92 

全体 314 

(cm) 

径級区分 10cm未満

スキ・

7守

ミス守ぅ

ミス、メ

加デ類

シデ類

トチJキ

クリ

ハリギリ

その他広葉樹

全体

1. 91 

5.80 

径級区分別胸高直径の平均成長量

10 ~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50 ~ 

2.23 

2.07 

2.51 

2. 97 

4.90 

5.55 

2.90 

3.45 

0.00 

3.43 

2.39 

2.62 

4.59 

3. 74 

6.90 

5. 75 

3.23 

3.08 

4.05 

1. 94 

3.89 

4.55 

3.25 

1. 70 

5.40 

3. 70 

6.40 

9.20 

5.50 

4.16 

4.89 

3.94 

7.20 

0.00 

5.85 

4.48 

7.40 

3.58 

9.20 

14. 30 

5.09 

平均

3.30 

3. 4 1 
5.58 

6.48 

3.10 

2.92 

3.63 

3.43 

9.20 

2.61 

3.24 

全体

標準偏差

2.62 

2.62 

2. 72 

1. 78 

2.44 

1. 92 

3.06 

2.43 

2.58 

2.62 

本数

174 

85 

5 

8 

42 

10 

4 

3 

1 

97 

429 

成長量(cm)

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

~ 0. 5 0. 5 ~ I. 0 I. 0 ~ I. 5 I. 5 ~ 2. 0 2. 0 ~ 2. 5 2. 5 ~ 3. 0 3. 0 ~ 3. 5 3. 5 ~ 4. 0 4. 0 ~ 4. 5 4. 5 ~ 5. 0 5.0~ 

スキ‘

7・ナ

ミス守ラ

ミス`メ

カエデ類

シデ類

トチJキ

クリ

,、')ギリ

その他広葉樹

全体

2

5

 

ー

23 

50 

7

4

 

4
-
1
9
 

9

6

 

ー 8

5

1

 

ー 9

8

 

2
 
19 

14 

11 

10 

0

8

 

ー 9

8

 

7

1

l

l

 

2

2

 

2
 

5
 

-
3
 

7
 

6
 

6
 

-
3
 

6
 

1

1

 

14 

53 

5

1

 

12 

51 

5

2

 

7
-
3
5
 

2
 

5
 

-
2
 

5
 

ー

1

3
 

-
2
 

4
 

4

3

2

1

2

 

ー＿

3ー

6

4

2

6

9

3

2

2

1

4
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9

 

3

1

1
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表5-2b 1985 ~ 1990の成長記録 1975年施業区

樹種区分

スキや

ブナ

加デ類

シテ`類

加デ類

シデ類

その他広葉樹

全体

樹種区分別枯死木

枯死本数平均標準偏差最小

11 11.38 4.34 7.6 

5 44. 92 24. 97 11. 9 

2 17.40 2.60 14.8 

2 21. 35 0. 15 21. 2 

2 17.40 2.60 14.8 

2 21. 35 0. 15 21. 2 

25 13. 29 5. 45 9. 9 

45 16.88 13.91 7.6 

最大

23.6 

88.0 

20.0 

21. 5 

20.0 

21. 5 

37.3 

88.0 

樹種区分別進界木

樹種区分 新界本数

スキャ 11 

7・ナ 5 

加デ類 2 

シデ類 2 

その他広葉樹 25 

全体 45 

径級区分 10cm未満

スキ`

7• ナ

ミス勺ナラ

ミスさメ

カエデ類

シテ`類

トチJキ

クリ

ハリギリ

その他広葉樹

全体

9

0

0

 

1

8

1

 

．
．
．
 

1

0

3

 

2.23 

3.10 

5. 77 

l. 70 

2.07 

l. 52 

径級区分別胸高直径の平均成長量

10 ~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50 ~ 

(cm) 

1. 57 

1. 89 

3.25 

4.10 

1.94 

2.33 

4.20 

3.63 

1. 57 

戸

2.36 

1. 93 

4.15 

1. 95 

2.33 

1. 80 

2.29 

2.22 

3.00 

1. 33 

3. 70 

3.05 

1. 73 

1. 60 

2.20 

2.39 

2. 75 

1. 26 

1. 90 

0.00 

4.60 

5.05 

2.24 

2. 73 

1. 34 

0.30 

0.10 

3. 70 

l. 55 

平均

1. 77 

1. 58 

2.51 

2.66 

1. 95 

2.14 

4. 01 

3.41 

4.60 

1. 76 

1.85 

全体

標準偏差

1. 16 

0.98 

1. 51 

1. 91 

1. 35 

1. 41 

2.55 

1. 24 

0.00 

1. 82 

国

本数

320 

93 

7 

10 

71 

13 ， 
， 
1 

164 

函

成長量(cm)

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

~ 0. 5 0. 5 ~ I. 0 I. 0 ~ I. 5 I. 5 ~ 2. 0 2. 0 ~ 2. 5 2. 5 ~ 3. 0 3. 0 ~ 3. 5 3. 5 ~ 4. 0 4. 0 ~ 4. 5 4. 5 ~ 5. 0 5.0-

スキ≫

1・t 

ミス・tぅ
ミスさメ

加デ類

汗類

トチJキ

クリ

}¥,}ギリ

その他広葉樹

全体

2

6

1

3

0

2

1

0

0

3

-

8

 

2

1

1

4

9

 

5

6

1

0

1

2

0

0

0

5

-

o

 

5

1

1

2

1

 

ー

3

2

0

0

9

1

0

0

0

1

-

6

 

7

1

3

2

 

ー

3

1

0

0

8

1

2

2

0

7

-

4

 

5

1

1

9

 

7
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1

1

7

1

0

1
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1
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表5-3 a 1981 ~ 1986の成長記録 1976年施業区

樹種区分別枯死木 樹種区分別進界木

樹種区分 枯死本数平均標準偏差最小 最大 樹種区分 新界本数

スキ‘ 29 16.12 9.99 8.0 43.2 スキ令 113 

7守 4 49. 75 6.80 43.6 60.2 7. t 16 

加デ類 3 22.53 10.26 12.4 36.6 ミス`ナラ 2 

シデ類 1 11. 20 0.00 11.2 11. 2 ミス`メ 1 

ハリギリ 1 15.40 0.00 15.4 15.4 カエデ類 14 

その他広葉樹 21 13.80 5.34 9.8 34.0 シデ類 1 

全体 59 17.80 12.08 8.0 60.2 トチ／キ 2 

列 l 

その他広葉樹 45 

全体 195 

径級区分別胸高直径の平均成長量 (cm) 

径級区分 10cm未満 10-20 20 -30 30 -40 40 -50 50 ~ 全体

平均 標準偏差 本数

スキ中 1. 74 2.10 3.46 3.96 4.66 2.60 2.65 1. 95 436 

7令t 2.65 2. 72 2.83 3.30 2.15 3. 76 2.89 1. 92 118 

ミス・tぅ 2.85 4.20 2.40 4.80 7.20 10.50 6. 00 4.12 17 

ミス‘メ 2.84 2.80 2.83 1.17 6 

カエデ類 3.50 2. 73 1. 88 0.99 0.25 2.22 1. 62 61 

シテ‘類 2.50 3.32 3.18 1. 20 6 

トチ／キ 0.00 0.00 0.00 1 

クリ 4.65 5.15 4.00 4. 74 2.55 8 

その他広葉樹 2.34 2.02 2.39 3.95 3.90 2.12 1. 74 239 

全体 1.88 2.20 3.07 3.51 3.45 5.37 2.60 2.02 892 

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

成長量(cm) ~0.5 0.5~1.0 1.0~1.5 1.5~2.0 2.0~2.5 2.5~3.0 3.0~3.5 3.5~4.0 4.0~4.5 4.5~5.0 5.0~ 

スキ・ 27 39 57 52 69 52 32 25 24 17 42 

7守 13 ， 6 12 ， 16 ， 13 6 5 20 

ミス守ぅ 1 1 2 1 2 2 8 

ミスャメ 1 2 1 1 

カエデ類 11 6 8 3 4 7 7 5 5 2 3 

シテ゚類 1 1 1 1 2 

トチJキ 1 

クリ 1 1 1 1 4 

I¥’Jギリ

その他広葉樹 33 28 30 36 34 20 20 17 5 1 15 

全体 86 82 102 106 118 100 71 62 44 29 92 



京大演集報 30 '97 21 

表5-3 b 1986 ~ 1991の成長記録 1976年施業区

樹種区分別枯死木 樹種区分別進界木

樹種区分 枯死本数平均標準偏差最小 最大 樹種区分 新界本数

スキ＇ 19 15.9 9.59 8.1 45.8 スキ` 79 

7‘t 6 28.17 16.04 10.1 61. 0 7• ナ 8 

ミス守う 2 54.30 35.30 19.0 89.6 ミスサナラ 6 

その他広葉樹 12 18.44 5. 66 10. 9 31. 0 ミス.J. 4 

全体 39 20.15 15.53 8.1 89.6 加デ類 21 

シデ類 4 

クリ 4 

その他広葉樹 79 

全体 205 

径級区分別胸高直径の平均成長量 (cm) 

径級区分 10cm未満 10~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50~ 全体

平均 標準偏差 本数

スキ‘ 1. 10 1. 35 l. 86 2.25 2.61 1. 69 1.56 1. 32 530 

ブナ 2.08 1. 65 2.10 1.00 1. 64 1. 73 1.45 128 

ミスやナう 1. 91 3.55 4.80 2.40 1. 25 2.32 1. 42 17 

ミス.J. 2.58 2.40 2.53 1. 36 7 

加デ類 1. 79 1. 55 1.04 0. 70 1. 60 1. 40 75 

シデ類 1. 20 1.98 1. 76 0.86 7 

トチJキ 3.57 3.57 0.50 3 

クリ 3.55 1. 13 1. 43 2.90 1. 97 1. 81 ， 
その他広葉樹 0.87 1. 30 0.60 2.60 0.95 1.06 272 

全体 1. 10 1. 28 1. 69 2.07 1. 83 1. 60 1. 45 1. 33 1048 

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

成長量(cm) ~ 0. 5 o. 5 ~ I. 0 I. 0 ~ I. 5 I. 5 ~ 2. 0 2. 0 ~ 2. 5 2. 5 ~ 3. 0 3. 0 ~ 3. 5 3. 5 ~ 4. 0 4. 0 ~ 4. 5 4. 5 ~ 5. 0 5. 0 ~ 

スキ＊ 93 83 112 89 66 29 22 12 11 2 11 

7守 16 18 25 26 15 18 4 1 3 2 

ミス中ナう 1 2 4 3 2 2 1 1 1 

ミス・メ 1 2 3 1 

加デ類 14 ， 17 17 4 5 2 4 3 

シデ類 2 2 1 1 1 

トチJキ 1 1 1 

ク') 2 2 2 2 

,、1/ギ'}
その他広葉樹 92 85 50 20 ， 3 3 1 3 6 

全体 219 201 210 154 100 61 37 20 16 6 24 
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表5-4 a 1982 ~ 1987の成長記録 1977年施業区

樹種区分別枯死木 樹種区分別進界木

樹種区分 枯死本数平均標準偏差最小 最大 樹種区分 新界本数

スキ＊ 23 15.90 7.80 7.8 33.2 スキ` 95 
7• ナ 8 37. 73 21. 32 11. 6 68.2 7• ナ 5 

加デ類 8 21. 20 8.98 10.0 37.2 ミス・ナラ 6 

その他広葉樹 11 14. 71 9.01 9.0 40.4 ミス令メ 2 

全体 50 19.98 14.00 7.8 68.2 加デ類 13 

シデ類 1 

クリ 2 

その他広葉樹 53 

全体 177 

径級区分別胸高直径の平均成長量 (cm) 

径級区分 10cm未満 10~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50~ 全体

平均 標準偏差 本数

スキ‘ 1. 37 2.14 3.44 3.63 3.80 6. 75 2.46 2.03 676 

7・ナ 1.43 2.14 2.90 2.14 3.21 3.69 2.55 1. 78 122 

ミス守ぅ 3.26 5.37 4.30 2.65 0.00 3.48 3.29 22 

ミス＊メ 2.90 2.17 3. 00 2.93 0.20 2. 70 2.37 1.19 20 

加デ類 1. 86 2.32 2. 02 1. 95 6.27 2.31 2.01 87 

シデ類 2.27 7.03 6.40 4.37 4. 71 13 

トチ／キ 2.90 2.90 0.00 1 

ク') 3.60 3.03 3.18 2.15 4 

その他広葉樹 1. 28 1. 81 2.26 3.48 2. 70 1. 84 l. 63 227 

全体 1. 39 1. 39 2.10 3.17 3.25 4.04 2.38 2. 03 1172 

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

成長量(cm) ~0.5 0.5~ 1.0 1.0~ 1.5 1.5~2.0 2.0~2.5 2.5~3.0 3.0~3.5 3.5~4.0 4.0~4.5 4.5~5.0 5.0~ 

スキ＊ 49 75 110 115 73 65 50 31 28 17 63 

7守 ， ， 17 21 16 ， 8 7 8 5 13 
ミズナラ 4 1 1 2 1 3 1 1 4 4 

ミス＊J. 1 1 3 4 2 3 2 2 2 

加デ類 10 12 ， 11 11 ， ， 6 4 2 4 
シデ類 2 1 2 2 1 2 3 

トチ／キ 1 

クリ 1 1 1 1 

その他広葉樹 29 46 38 36 27 14 13 8 4 12 

全体 104 144 180 190 132 106 84 58 48 26 100 
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表 5-4b 1987 ~ 1992の成長記録 1977年施業区

樹種区分

スキ・

7"ナ

カエデ類

シデ類

クリ

その他広葉樹

全体

樹種区分別枯死木

枯死本数平均標準偏差最小

12 16. 75 6.80 7.6 

3 26. 73 18.55 9.6 

1 23. 70 0.00 23. 7 

1 12.40 0.00 12.4 

1 34.80 0.00 34.8 

12 13.53 3.47 9.6 

30 17.15 9.21 7.3 

最大

30.8 

52.5 

23. 7 

12.4 

21. 3 

21. 3 

52.5 

樹種区分別進界木

樹種区分 新界本数

スキ. 164 

7‘ナ 7

ミス、ナラ 6 

ミスりI 2 

加デ類 37 

シデ類 2 

けJキ 3

クリ 6 

,、'Jギリ 1 

その他広葉樹 107 

全体 355 

(cm) 

径級区分 10cm未満

スキ令

アナ

ミス守ラ

ミス`メ

カエデ類

シテ゚類

トチ｝キ

ク')

Iヽリギリ

その他広葉樹

全体

0.56 

0.00 

0. 19 

0.49 

径級区分別胸高直径の平均成長量

10 ~ 20 20 ~ 30 30 ~ 40 40 ~ 50 50 ~ 

l. 33 

l. 22 

l. 97 

l. 25 

l. 23 

l. 48 

4.10 

0. 75 

0.49 

2.06 

l. 34 

2.62 

l. 80 

1.16 

2. 70 

2.50 

2.00 

2. 70 

1.03 

l. 17 

2.01 

1. 32 

2.07 

2.80 

1. 12 

0.90 

1. 60 

7

3

 

2

7

 

．． 

l

l

 

2.30 

0.97 

1.15 

1. 90 

1.00 

1. 43 

l. 20 

2.23 

1. 76 

3. 03 

1.16 

0.93 

0. 70 

1. 60 

1. 60 

2.03 

平均

1. 57 

1. 24 

1. 91 

1. 55 

1. 17 

1. 80 

2.50 

2.60 

2. 70 

0. 79 

1. 36 

全体

標準偏差

l. 25 

0. 78 

l. 32 

0. 79 

0.92 

l. 10 

0.00 

l. 26 

0.00 

l. 03 

l. 25 

本数

757 

125 

28 

22 

99 

13 

1 

5 

1 

268 

1319 

成長量(cm)

樹種区分・胸高直径の成長量別本数

-0. 5 0. 5 ~ I. 0 I. 0 ~ I. 5 I. 5 ~ 2. 0 2. 0 -2. 5 2. 5 -3. 0 3. 0 ~ 3. 5 3. 5 -4. 0 4. o-4. 5 4. 5 -5. 0 5.0-

スキ‘

7"t 

ミス守う

ミス`メ

カエデ類

シデ類

トチJキ

クリ

ハリギリ

その他広葉樹

全体

7

1

5

0

4

1

0

0

0

4

-

2

 

0

2

2

2

8

 

1

1

2

 

6

6

4

4

8

3

0

0

0

8

呵

5

2

2

6

8

 

1

2

 

2

1

1

8

5

2

0

1

0

4

-

4

 

6

3

1

3

5

 

1

2

 

2

5

3

4

2

2

0

1

0

,

―8 

1

2

1

1

7

 

l

l

 

1

2

5

3

1

3

0

1

0

ー―
7

8

1

1

1

2

 

ー

5

7

5

2

3

0

1

0

1

2

-

7

6

 

5
 
1

2

3

0

4

0

0

0

0

2

2

 

3

-

4

 

9

1

1

1

2

1

0

1

0

1

7

 

1

-

2

 

1

0

0

0

0

1

0

1

0

4

7

 

ー

＿

ー

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

＿7
 

6

0

1

0

0

0

0

0

0

3

0

 

l

-

2
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